
２０１９年２月２１日 

「健康経営銘柄２０１９」に選定されました 

ＭＳ＆ＡＤインシュアランス グループ ホールディングス株式会社（取締役社長 グループＣＥＯ： 

柄澤 康喜）は、今般、健康経営を実践する優れた企業として「健康経営銘柄２０１９」に選定されました。 

あわせて、当社およびグループ７社が「健康経営優良法人・大規模法人部門（ホワイト５００）」に認定

されましたので、お知らせします。 

ＭＳ＆ＡＤインシュアランス グループは、今後もすべての社員がいきいきと働くことのできる環境整備

を進めるとともに、個人のお客さまの健康増進の支援および企業の健康経営の普及活動にも取り組んでい

きます。 

１．「健康経営銘柄」について 

 経済産業省と東京証券取引所が共同で、従業員等の健康管理を経営的な 

視点で考え、戦略的に取り組んでいる企業を「健康経営銘柄」として選定 

しているものです。長期的な視点からの企業価値の向上を重視する投資家 

にとって、魅力ある企業として紹介することを通じ、健康経営に取り組む 

企業が社会的に評価され、より「健康経営」の取組が促進されることを目 

指しています。当社は今回初めて選定を受けました。 

２．「健康経営優良法人（ホワイト５００）」について 

 「健康経営優良法人」は、経済産業省と日本健康会議が、上場企業に限らず大規模法人のうち保険者 

（健康保険組合等）と連携して優良な健康経営を実践している法人について認定するものです。 

今回当社グループでは、以下の会社が認定を受けました。 

・ＭＳ＆ＡＤインシュアランス グループ ホールディングス株式会社（３年連続）

・
　

三井住友海上火災保険株式会社 （３年連続）

・あいおいニッセイ同和損害保険株式会社 （３年連続）

・三井住友海上あいおい生命保険株式会社（２年連続） 

・三井住友海上プライマリー生命保険株式会社（初認定） 

・三井ダイレクト損害保険株式会社（初認定） 

・ＭＳ＆ＡＤシステムズ株式会社（２年連続） 

・ＭＳ＆ＡＤインターリスク総研株式会社（初認定） 

３．ＭＳ＆ＡＤグループの取組 

社員が健康であることは、社員自身のＱＯＬ（Quality of Life：生活の質）の向上のみならず、 

当社グループの経営理念の実現に欠かせない要素と考え、「健康経営」の実践を中期経営計画に明記し、 

社員一人ひとりの心身の健康を保持増進するため健康や安全に配慮した職場環境づくりを進めています。  

 【主な取り組み】 

  ・グループ統一の健康診断制度により、均質な健康診断・結果判定を実施 

    ・健康診断結果に基づき、産業医や産業看護職による保健指導や受診勧奨等のフォローアップを実施 

  ・社員の健康増進につながる生活習慣の改善をサポートする取組や健康知識・スキルの習得に向けた

ツール（ｅラーニング、心身の健康に関する情報、食生活・運動・睡眠・喫煙など生活習慣に関す

る情報、スマホアプリ）を提供 

  ・ストレスチェック制度をグループ内統一の方法で実施。メンタル不調の未然防止の仕組み 

を強化するとともに、集団分析の結果を、より良い職場環境づくりに活用 

  ・社外に向けた活動として、お客さまへの健康増進を目的としたアプリの提供や近隣住民も対象とし

た実業団選手によるスポーツ教室の開催、産学連携の研究取組等も実施 

※「健康経営」は健康経営研究会の商標です 

以 上 



 

 
ＭＳ＆ＡＤインシュアランス グループ ホールディングス株式会社について 

ＭＳ＆ＡＤホールディングスは、三井住友海上火災保険株式会社、あいおいニッセイ同和損害保険株式会社などのグループ

保険会社を有する保険持株会社です。グローバル市場での業界トップ水準の保険・金融サービス事業を通じて、安心と安全

を提供し、「活力ある社会の発展と地球の健やかな未来」を実現する価値創造企業として、世界 47の国・地域で事業展開し

ています。未来のあるべき姿を目指し、ステークホルダーの皆さまと、社会的な価値の共創に取り組んでいます。 

当社グループでは、社員一人ひとりがいきいきと活躍できる職場環境の整備と、多様性を尊重する社風の定着を強力に推進

し、グループ全体の課題として実効性のあるダイバーシティ＆インクルージョンを実現します。 www.ms-ad-hd.com 

 
 

http://www.ms-ad-hd.com/

